
 
 
 
 

　学習指導要領改訂に向けた論点 ４ 

 

 

学習指導要領における資質・能力の枠組み 

●　「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力

等」「学びに向かう力、人間性等」の３つの柱で

資質・能力を整理したことは、これからの社会

像や現状の課題を踏まえても基本的には妥当。 

●　しかし、これらの資質・能力については、理

解のブレが見られ資質・能力の育成の障害とも

なっているため更なる整理・具体化が必要。 

●　例えば、「知識及び技能」については、個別的

知識及び技能と概念的知識・方略の関係性をよ

り整理すべき。また、「学びに向かう力、人間性

等」については「今の学びに向かう力なのか、

その先の学びに向かう力なのか」といった視点

や、さらには「学び自体に向かう力なのか、学

びの先に社会に向かう力なのか」といった視点 

から多義的な解釈がなされており、更に整理すべき。 

●　さらに、「資質・能力の３つの柱」と「教科固有の見方・考え方」、「主体的・対話的で深

い学び」、「習得・活用・探究」に加え、学習指導要領改訂後の令和３年１月２６日中央教

育審議会答申で補足的に提起された「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」

等、重要なコンセプト間の関係性についてはより分かりやすく整理して示すことが必要。 

「今後の教育課程、学習指導及び学習評価等の在り方に関する有識者検討会　論点整理」（令和６年９月１８日）
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第２２４号　　教育長　　儘田　文雄 

平常の誠意が力となる 

※　日頃の在り様こそが肝要、心したいと思います。

実業家　渋沢栄一 

　平常誠意をもって事に当たっておれば、いざという場合に、それが非常なる力となって、自分

の助けとなるものである。 
 

出典：「渋沢栄一　一日一言　人間力を高める言葉」（致知出版社）


